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インフルエンザと診断された方・その周囲の方へ

現在、新型インフルエンザが流行しています。インフルエンザと診断された方は、なるべく他の人にうつさないよう下記のことにご協力下さい。

【インフルエンザと診断された方へ】
1. 医師の指示に従って、外出を控えてください。学校・塾・クラブ・職場・施設等の集団に属している方は、集団の管理者に「お休み」の連絡する際に、インフルエンザと診断されていることも一緒に伝えましょう。

2. 咳・くしゃみが出ている間はマスクを着用する等、咳エチケットを守りましょう。
3. 処方されたお薬は医師の指示どおりに最後まで飲みましょう。

（症状がなくなっても最後まで飲みきってください。）

4. 万一、症状が悪化したり、お薬の副作用と思われるような症状が出た場合は、主治医に相談しましょう。
5. 水分補給と十分な睡眠をとりましょう。
	＜外出や登校・出勤を再開する目安について＞
少なくとも次の期間は外出しないようにしましょう。

　熱が下がってから２日目まで
ただし、新型インフルエンザについては発熱などの症状がなくなってからもしばらく感染力が続く可能性がありますので、次の期間についてもできるだけ外出しないように心がけましょう。
発熱や咳、のどの痛みなどの症状が始まった日の翌日から７日目まで
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【インフルエンザと診断された方の周囲の方へ】
1. 患者を看護した後など、うがい・手洗いをしましょう。
2. 患者と接する時には、なるべくマスクを着用しましょう。
3. 可能なら患者とは別の部屋で過ごしましょう。
4. 一週間程度は、ご自身の体調に十分注意しましょう。
特に、持病をお持ちの方、妊娠している方は、念のためかかりつけ医に相談しましょう。

5. 発熱や咳などの症状が出現した場合は、
1 通勤・通学など外出を控えましょう。

2 咳エチケットを守りましょう（裏面）。

3 医療機関に事前に連絡をしてその指示に従い、マスクを着用して受診しましょう。

学校・塾・
クラブ・職場・施設等で集団感染が疑われる場合は、保健所が必要に応じて調査を行います。その際は、保健所から連絡があるかもしれませんので、ご協力をお願いします。
お願い











